
通信教育部　福祉心理学科 （専門選択科目Ｂ群）　履修系統図　※福祉心理学科では、 社福士 ・ 精保士の受験資格は取得できません。

　社会福祉学に関する基

礎的な内容を理解する。

　社会福祉士として福祉の

現場で活躍できる基本的実

践力を育てることを目指し、

福祉の変遷と現代社会に

おける福祉の課題を理解

し、 福祉の現場をより多く

体験していく。

　精神保健福祉士として医

療 ・ 福祉の現場で活躍でき

る基本的実践力を育てるこ

とを目指し、 福祉の変遷と

現代社会における福祉の課

題を理解し、 福祉の現場を

より多く体験していく。

　社会福祉学を社会 ・ 人文

科学的な対象として捉える

だけでなく、 周辺的学問領

域から多角的に福祉問題

を分析し対処していく能力

を育てる。

　産業ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞに関する

専門知識と実践技術を修

得する。

※産業ｶｳﾝｾﾗｰ関連科目

　ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝに関する専門

知識と実践技術を修得する。

※ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ・ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ

   関連科目

　特別支援教育支援員とし

て児童生徒の抱える教育 ・

福祉的問題を的確に分析

し、 対処していく能力と児

童生徒に対して効果的な

教育指導が出来る実践力

を育てる。

系統 ・ 内容 1 年 2 年 3 年 4 年

「社会福祉基礎系」社
会
福
祉
基
礎
系

「社会福祉士の専門性を学ぶ」

社
会
福
祉
専
門
系

「精神保健福祉士の専門性を学ぶ」

精
神
福
祉
士
専
門
系

「社会福祉学応用」

社
会
福
祉
関
連
系

社会福祉原論 ( 職業指導を含む )

地域福祉論

福祉法学

医学一般

社会福祉援助技術総論

職場のメンタルヘルス

労働法

レクリエーション実技

レクリエーション事業

レクリエーション概論

精神保健福祉の理論

精神保健福祉援助技術総論Ⅰ

公衆衛生学

知的障害者福祉論

福祉用具と生活支援

リハビリテーション論

福祉リスクマネジメント

家族法

医療福祉経済論

人的資源論

生活行動と人体

福祉思想論

NPO 論

障害の理解

基礎演習 ( 大学での学びかた )

福祉ボランティア活動

発達障害者の地域支援

特講 ・ 社会福祉学※1 年次受講分

特講 ・ 福祉心理学※1 年次受講分

資
格
関
連
系
①

「産業ｶｳﾝｾﾗｰの専門性を学ぶ」

資
格
関
連
系
②

「ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ・ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰの専門性を学ぶ」

特
別
支
援
関
連
系

「教職の専門性を学ぶ」

社会福祉の基礎

福祉社会学

障害者福祉論

児童 ・ 家庭福祉論

高齢者福祉論

介護概論

特講 ・ 社会福祉学※2 年次受講分

特講 ・ 福祉心理学※2 年次受講分

特別支援教育支援員概論

精神保健福祉のサービス

精神保健福祉援助技術総論Ⅱ

精神保健福祉援助技術各論

精神障害者の生活支援システム

精神保健学

社会福祉援助技術論 A

社会福祉援助技術論 B

更生保護制度論

社会保障論

公的扶助論

福祉行財政と福祉計画

保健医療サービス論

社会調査の基礎

福祉経営論

就労支援サービス論

精神保健福祉の制度

精神医学

精神科リハビリテーション学

社会福祉法制

国際福祉論

ケアマネジメント論

介護技術

特講 ・ 社会福祉学※3 年次受講分

特講 ・ 福祉心理学※3 年次受講分

特講 ・ 社会福祉学※4 年次受講分

※  専門必修科目、専門必修選択科目、専門選択科目 A群、および「統計情報を見る眼」「発達障害者の心理」については、『心理学系科目（福祉心理学科）』に記載しております。


